
鯏 UWht365で業務改割ってみた｣⑨
M365の活用で、現場の悩みがどう解消されていったのか？

今回は、従前の研||多業務を抜本的に見直した上、M365を活用して研||多実施事務の合理化・研||多効果の向上を

実現した、裁判所職員総合研修所のみなさんにインタビュ
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私たち、こんなことに取り組みました！～総研の取組～

･研修実施事務の合理化・

合理化の三本柱を実現！

0研修効果向上の取組。

デジタル推進チーム(※)主導で検討

Ｇ
Ｕ
８
９
●

①研修デザインの検討と共有1)研{|多に係る報告の合理化

毛研修効果を最大化させるためのデジタル化
を踏まえた柔軟な研修の組み立て方や研修
の在り方を検討し、総研全体で共有 、

も総研規程を改正し、各庁からの参加者名簿
の送付・研修未||多者の報告が不要に。各庁

実施の研||多結果報告は、システムによる提

出からTeams上の共同編実機能の活用へ。

②発出文＝の見直し

も研{|多閨連通達を事務連絡に変更、宛先の
異なる同種内容の複数文＝を一本化。

③M365の活用

令研||多参加者又は研||多事務担当者と総研との
チームを作成し、連絡・'|胄報共有。研||多参

加者からの提出物はFormsで。

=>総研及び各庁の文書関連業務を合理化！

② |こよる!'胄報発信
毛全国の裁判所で講師を担当する職員や研||多
企画に携わる職員に、より効果的な研ll多を

実施してもらうためのヒントを提供しよう

と始めた取組。

毛合理的な研||多事務の実施に向けてのM365
アプリを活用した工夫例など、個々の教官
の取組を総研だけでなく裁判所全体に共有。

※ﾃｼﾀﾙ推進ﾁｰﾊは､ALL総研の…とで苓戸
、デジタル化を見据えた新しい時代の総研の研修の在り

方＝え､それに向けた取組や課題を提言する目且要一……立ち上がったチームだよ！
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どのように課題を見つけ出し、解決するためにど

のような検討をしたのでしょうか。

し研修実施事務の合理化

研||多対象者の個別の名前を報告する必

要性、研修関連文書を発出・保存する

必要性について、根拠や文＝の性質を

確認しながら検討。

結実、①総研規程の見直しや、②従前
「通達」としてシステム施行していた

文言を「事務連絡」に変更し、Teams

での共有を目指すことに。また、⑧総

研と高裁、総研と高地家裁、総研と研

修参加者とのチームを作成することで、

研||多関連薑料の効率的な共有と'l胄報の

一元化を図ることができないかと考え

ました。

「研修のたびに全庁からシステム送信

される研||多結果報告についてシステム

決裁は必要？」「宛名の異なる同種内

容の文言を整理できない？」「文書保

存は必要？」など、メンバーでこれま

での事務の振り返り。報告の根拠であ

る規程について、所長から「変えても

いいんじゃない？」とのお声が検討の

後押しに。

企画研||多第一課係長

松本さん

企画研||多第三課主任

中岡さん

宝、業務改善は幹部と現場の職員が双方向から取り組

、
とで、実現に向かっていくんだね！
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こうやって課題を見つけました！

どのように課題を見つけ出し、解決するためにど

のような検討をしたのでしょうか。

少研修効果向上の取組

これまで各庁に対して、研||多結果や講演録を紹介したことはありましたが、研修を行う際

の工夫などについては情報発信していませんでした。

しかし、推進チームで将来の研||多の在り方を議論する中、従前から行っている研||多事務担

当者への研{|多等以外の方法でも、これまで以上に「各庁が行う研修を支援すること」も総

研の役割であると改めて確認。

また、M365の全国導入を機に、研ll多におけるM365活用例を総研から全国に紹介すれ

ば、各庁で研||多に携わる職員のヒントになるかもしれないと考えました。

そこから、「総研としてできることは何か」「いろいろ考えるよりも、まずは小さなこと

からチャレンジしよう。うまくいかなければ変えればいい。」といったマインドで検討を

進めていき､｜ ｜がスタートしました。

書記官研修部教官

林さん



取組を充実させるための、ひと工夫

総研幹部や総局内、高地家裁と調整・協力し合う

ための、また、この取組を充実させるためのひと

工夫を教えてください。

し研修実施事務の合理化

｜幹部や上司には私たちの取組に期待､後 連絡用チームのチャネル構成や連絡・資

料共有の行い方などを高裁の研||多事務担

当者と密に意見交換して進めました。

押しする形でサポート していただきまし

た。

閨係部署への説明は、「合理化の三本

柱」といったキャッチーなワードを使っ

たり、取組の前後でどの事務がどのよう

に合理化されるかを分かりやすく伝える

ため、臺料作りを工夫(※）したりしまし

た。

企画研修第一課係長
企画研修第三課主任

中岡さん
松本さん

高地家裁と総研が目指す研||多事務の姿は

同じだったので、みなさん協力的であり

がたかったです。各取組が、総研内だけ

ではなく、各庁の研修事務の合理化につ

ながることも大きなモチベーションにな

りました。

，’
企画研||多第三課係長

牧野さん

(賑締〕はｽﾗｲﾄ型、
、図と言葉で、何がどのよ

きやすいよ！
一

※総研が作成した説明資料
エ1を見てね。わかりやすい
うに変わるのかイメージが沸



苦労したこと、乗り越えたこと

取組を進める中でどのようなことに苦労し、どの

ように検討して乗り越えたのか、教えてください。

レ研{|多効果向上の取組

チームで書籍などから最新の研||多理論を学び、既にリモート研修を実践している民間企業
や他の行政省庁へヒアリングを行いました。

M365アプリの活用については、「アプリを研修にどう使うか」ではなく、まず「研ll参で
やりたいことは何か」を考え、それに見合った機能を持つアプリを探しました。

一方で、試したいアプリがあっても、既に計画された研修内容を変更することに抵抗感も。

どんなに素I冑らしいツールでも、活用する際に大きな負担が伴っては意味がありません。
そこで、「まずは、少ない負担で大きな効果が得られそうなものから始めてみよう」とい
うマインドをチームメンバーで共有しました。

また、研修内容に大きく関わるアプリの活用については、これから計画する研修に組み込
んで試行することにしました。

＝記官研修部教官

林さん

、藤I'一膳＆
計も1分程度で済むんだって！

弾の投票アプリ 、

、、設定が簡単で、集

一



こんな変化がありました！
今回の取組は、大きな部分の見直しが多く、検討

に時間も労力もかかったと思います。苦労した先

にどんな効果が得られたのか、教えてください。

し研修実施事務の合理化

文＝の作成や管理、研||多報告関連事務な

どが大幅に合理化された上、Teamsを中

心に効率的な事務処理が実現。1年掛け

淵翫學主任て取り組んで良かったです！

’薑繩鬮誰差嵯馴騨

し研修効果向上の取組

私たちの発信で、研ll多を行う際のヒント

になったと感じてくれる人が少しでもい

たら嬉しいと思っているので､｜
書記官研修部教官’ ゆ投稿にリアクションをいただ
林さん くと、とても励みになります。

投稿を見た教官が、自分の授業にもアプ

リを取り入れる流れがこれまで以上に出

てきましたし、髻研部・調研部・一般研

修部の教官同士で'|胄報交換する機会も増

えました！

文＝のシステム管理や転担当者からは、
企画研修第三課係長

牧野さん灘き冗傘"‘､＝送業務が削減されて良かったとの声が。

研||多参加者の中には、Teamsなどの利用

に苦手意識がある方もいると思います。

私たちがスムーズな研修参加をバック

融翫卿籍割ｱしますので､安心してご参加＜だ



目又組を振り返って
現在進行中の新たな取組や今後の課題、挑戦した

いことはありますか。

シ研修実施事務の合理化

総研と全国の研修事務担当者との双方
向のやりとりが増え、より一緒に研||多

閨連業務に携わっていると感じるよう

し研修効果向上の取組

それぞれの教官が研||多の中で実践して

いる工夫などを共有する仕組み作りが

課題です。ちょっとした工夫であって

も、他の教官にとって有用なものもあ

斎餅部識冨るので､知見を広く共有できるように
したいです。

また、チームの中で研修の充実化につ

ながるアイデアが生まれたら、犢極的

に研||多に取り入れていきたいです。さ

らに、高地家裁の研修事務担当者と意

見交換する場を作るなどして、今後も

より良い取組を続けていきたいと思い

ます。

になりました。合理化の取組を経験し企画研修第一課係長Lはりま｜

松本さん たことで、
感が持て、

｢やればできる」という実

感が持て、他の事務の見直しも積極的

に考えられるようになりました。

今年の9月から、調杳官薑成課程での

ペーパーレス化を行っています。研||多

生に1台ずつPCを貸与し、各科目の

作画研修第二課係長チャネルに資料を投稿。大部の資料印

長谷川さん 刷の手間が省けただけでなく、研||多生
からも持ち運びが楽になったとの声も

あります！

壹菫なお話を間かせていただき、ありがとうございました！



惨

似紹介されている取組は、研||多の－場面で使えるアプリの活用から研||多実施方法まで多種多様。
しこれからも随時更新予定です！

■ ■

■ ■

総研は、現場の皆さんを応援しています！

｜や’ ｜の他のコンテンツ
にはお役立ち情報が満載です。ぜひご覧ください。

ご意見．ご要望、お待ちしています。 、
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合理化（見直し）の目的（イメージ）
研修実施に関して発出する文書が「通達」、「事務連絡」等多岐に及んでいた

ために、作成･決裁･施行･保存等に関する事務にかなりの労力を要していた。

発出する文書を合理化(見直し)することで、これらの事務の負担を軽減したい。

'画一一℃ ■

い･重し■ 窺､一
壱

、
ノ

総研課長名義の｢事務連絡」所長名義の「通達」

睡壼■
壱複数

、
ノ

で榎叡の文書

何度もやり取り
書の内容を整理

文言"作辱 竺
決裁･施

に閨する
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報告資料の作成に関する事務ﾌﾛｰ(現行 改正後)弓
総研において、最高裁判所長官への報

告資料を作成するため、全国の研修実施

庁から、「研修を終えた者の氏名」の資
、

料を収集している（スライド左側の「現

行」）。

<①中央研修．②研究〉

研修等ごとに研修終了者全員の氏名を記載した資料

く③高裁委嘱研修〉
改正後現 行 口主な変更点等

総研規程3条が改正されると「研修を

終えた者の氏名」の資料収集が不要とな

る（本スライド右側の「改正後」）。

研修ごとに研修終了者の代表者1人の氏名等と研修終了者数を

高裁別に分けて記載した資料

く④各庁委嘱研修〉
|最高裁判所長官
↑【報告対象】

最高裁判所長官

↑【報告対象】と研修終了者数をの代表者1人の氏名釜研修ごとに研修終了者

｛
記載した資料

く⑤委託研修〉
研修を終えた者の氏名＞ と研修終了者数を者の代表者1人の氏名等研修ごとに研修終了

1 ’
報告対象として「研修を終えた者の氏名」

の資料の添付がなくなる。
記載した資料

｜

’1
研修の結果＞

＞ 研修の結果研修の名称、目的、実施場所、実施期間、人員（研修終了者数）

及び対象者（参加者の役職や経験年数等）を記載した一覧表

l
l

l

総研が研修実施庁となる①②の研修終了者の名簿を作成するとともに全国の

研修事務担当者から③～⑤の「研修を終えた者の氏名」の資料を収集し、最高
裁判所長官への報告資料を作成している。

【研修後】

← 研修実施状況等の一覧

【研修後】

■■■■

’
'央研修．②研究）

1【研修後】

確日鐸I

人事局
(⑤委託研

総研（①中央研修・②研 ） ← 研修実施状況等の一覧腎渕柵（①中央研イ 糊零
修）（ ）

一一

<⑤委託研修〉

人事局は、委託研修ごとに研修終了者の

代表者1人の氏名等と研修終了者数等を記

載した研修実施状況等の一覧表を送付して

いる。

【研修後】【研修前】 <⑤委託研修〉

研修実施状況等の一覧中、研修終了者の代表

者1人の氏名等の記載が不要になる。

１
１

■
■
■
■
■
■
■
ｒ
「
』

研修結果報告書

研修を終了しな

かった者の氏名等

研修日程表
研修前の報

告が不要に

Ｌ
Ｆ

参加者名簿
3高裁委嘱研修(年間12本）．④各庁委！ 〉2本）

’ ’ 研修の実施前に送付していた「参加者名簿」等の

送付事務がなくなる（手数が減る）。
また、研修終了後に「研修を終了しなかった者の

氏名等」の送付が不要となる。

<③高裁委嘱研修(年間12本）．④各庁委嘱研修(年間2本)〉

高地家裁は、研修の実施前に参加者名簿等の送付を、

研修終了後に「研修を終了しなかった者の氏名等」等

を送付している。

高 裁高 裁（③高裁委嘱研修）

高地家裁（④各庁委嘱研修）

3高調

高地家裁
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